
試験検査報告書

【目的】

抗菌水製造装置ソリューブ SH‐L2型で作成した水の抗菌力を測定する。

【試験材料】

ソリューブ SH‐L2型の循環水

【使用培地】

SCDLP寒天培地 (栄研化学):Lot 26003、 使用期限 '05.6,

BCYE α寒天培地システイン添加 (日 本ビオメリュー)Lot 768665301

【使用器材】

滅菌ハイポ入採水瓶 (栄研器材):製造 0209.12

250ml Filtёr System 430767(CORNING):Lot 15402009

25ml試薬瓶 (PYREX)

残留塩素測定器 DPD法 (SIBATAp

【試験菌株】

3tatty■OC“θυs′νrθυS        ATCC25923(標 準菌株 )

農

“

ェ遠 力θ(清           ATCC25922(標 準菌株 )

勇盪渡� 力θο〃0157         FLS 130001(環境分離株 )

&蓼♭Юtt μTυ″Эphi■a sero group I  FLS130002(環 境分離株 )

【実験方法】

1-1試 験菌液調整

試験菌株を、滅菌生理食塩水を用いて McFarland No.1の 濁度になるように調整し、さらに

200倍希釈したものを接種菌液とした。

1-2試 料および対照の調整

ソリューブ SH‐L2型 を弊社 2F検査室東側水道栓に接続し最大流量 (約 241」′min)で

循環させ、1分後に採取した水を試料とした。また、同じ水道栓から滅菌ハイポ入採水瓶

で採取した水 200mlを 0.22μmのメンブランフィルターでろ過したものを対照とした。

1-3試 験方法

滅菌試薬瓶に試料および対照 10mlを採 り、各種菌液 100μ lを接種し、10分、30分、

1時間、2時間、3時間室温で放置後、試料原液を減菌生理食塩水によって 10倍、100

倍、1000倍希釈を行つた。試料原液および各段階希釈液 lmlを 2枚のシヤーレに分注し
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た。あらかじめ 50°Cに保温した SCDLP寒天培地 20mlを無菌的に各シヤーレに注ぎ、

直ちに試料と寒天培地を混合し凝固後、シヤーレを倒置し、35℃、48時間、好気培養後、

発育 したすべての集落を計測した。生菌数の成績は同一希釈倍数の平板 2枚の集落数を

算術平均し、これに希釈倍率を乗 じた。なお、得 られた数字の上位 3桁 目を四捨五入し

て、試料 lml中の生菌数とした。

レジオネラは試料原液および各段階希釈液 100μ lを BCYE α寒天培地に接種し寒天平

板塗抹法で、35°C、 7日 間、好気培養後に発育 した集落を計測 し、希釈倍率を乗 じ試料

lml中 の生菌数を求めた。

1-4塩素濃度の浪1定

ソリューブ SH‐L2型循環水、水道水および塩素中和後の水道水について DPD法で浪1

定 した。
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【結果】

試料 (cfl1/ml)

(Ch/ml)

試験菌株 10分 30分 1時間 2時間 3時間

Staphラ」θθθθθこrsだ 2こ treこIs 5700 3.600 890 15 1

Esθ力θん

`θ

カゴ′θθ〃 120 発育せず 発育せず 発育せず 発育せず

Zsθ力α7b力 Jθ θθ〃0157 3600 640 発育せず 発育せず 発育せず

Zc″θ″e■■aρ″θυ″叩 hJ2 Sero group I 5.500 4100 1,800 500 100

対照

塩素濃度 (ppm)

以 上

試験菌株 10分 30分 1時間 2時間 3時間

Staρカラ」θθθθθこ′だデ′″rθ″【ヌ 6,900 6600 7.200 6、 100 7,800

勇 励 αJθカカ θθカ 7.800 8,400 8.500 9、 200 7.700

Esθ力θttiθ力J′ θα〃0157 9,300 9,600 10000 7,900 9,900

Zettθ″θ′ルρ″θυ″Эphilasero group I 6、 000 7500 5.500 8,500 8,500

未処理 中和処理後

SH‐ L2型循環水 005未満

水道水 0.2 0.05未満

平成 14年 10月 22日

株式会社

フ ァル コ

検査担

検査責
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試験検査報告書

【目的】

抗菌水製造装置ソリューブSH‐L2型で作成した水の抗菌効力の把握、処理方法による抗

菌効果の減退を測定する。

【試験材料】

ソリユーブ SH‐L2型の循環水

【使用培地】

SCDLP寒天培地 (栄研化学):Lot 26003,使 用期限 '05.6,

【使用器材】

滅菌ハイポ入採水瓶 (栄研器材):製造 0209.12

2501nl Filter Systeln 430767(CORNING):Lot 15402009

25ml試薬瓶 (PYREX)

残留塩素測定器 DPD法 (SIBATA)

【試験菌株】

J6-あ θ(清           ATCC25922(標 準菌株 )

【実験方法】

1-1試 験菌液調整

試験菌株を、滅菌生理食塩水を用いて McFarland No.1の 濁度になるように調整し、さらに

200倍希釈したものを接種菌液とした。

1-2試 料および対照の調整

試料①

試料②

試料③

試料④

試料⑤

ソリューブ SH‐L2型を弊社 2F検査室東側水道栓に接続 し最大流量 (約

24L/min)で 循環させ、1分後に採取した水。

試料①を1時間煮沸器に入れた後、室温で冷却したもの。

試料①を3日間室温 (密封、透明ガラス瓶)で放置したもの。

試料①を7日間室温 (密封、透明ガラス瓶)で放置したもの。

試料①を-20°Cで凍結させ、1晩室温で解凍したもの。

対照 :同 じ水道栓から滅菌ハイポ入採水瓶で採取 した水 200mlを 0.22μmの メンブラ

ンフイルターでろ過 したもの。
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1-3試 験方法

滅菌試薬瓶に各試料および対照 10mlを採 り、菌液 100μ lを接種 し、10分、30分、1

時間、2時間、3時間、4時間室温で放置後、試料原液を滅菌生理食塩水によつて 10倍、

100倍、1000倍希釈を行つた。試料原液および各段階希釈液 lmlを 2枚のシヤーレに分

注 した。あらかじめ 50°Cに保温 した SCDLP寒天培地 20mlを無菌的に各シヤーレに注

ぎ、直ちに試料と寒天培地を混合 し凝固後、シヤーレを倒置し、35° C、 48時間、好気培

養後、発育したすべての集落を計測 した。生菌数の成績は同一希釈倍数の平板 2枚の集

落数を算術平均 し、これに希釈倍率を乗 じた。なお、得られた数字の上位 3桁 目を四捨

五入して、試料 lml中 の生菌数とした。

1-4塩素濃度の測定

ソリューブ SH‐L2型循環水、水道水および塩素中和処理後の水道水について DPD法
で測定 した。
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【結果】

(cfl1/ml)

10分 30分 1時間 2時間 3時間 4時間

試料① 循環水 2.500 16 発育せず 発育せず 発育せず 発育せず

試料② 煮沸処理 1時間 190 発育せず 発育せず 発育せず 発育せず 発育せず

試料③ 3日 間放置 2.000 発育せず 発育せず 発育せず 発育せず 発育せず

試料④ 7日間放置 130 発育せず 発育せず 発育せず 発育せず 発育せず

試料⑤ -20℃凍結処理 1,800 発育せず 発育せず 発育せず 発育せず 発育せず

対照 9,000 8,800 9,700 7,500 7,800 9,400

塩素濃度 m

未処理 中和処理後

SH‐L2型循環水 0.05未満

水道水 02 005未満

以 上

平成 14年 10月 22日

株式会社

フ アル コ

検査担

検査責
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